
No. 問題文 選択肢 解答欄

1 年間収入がいくらを超えた場合に所得税はかかる？

- 1. 年間の収入が36万円以下なら所得税はかからない

- 2. 年間の収入が48万円以下なら所得税はかからない

- 3. 年間の収入が64万円以下なら所得税はかからない

2 住民税はどのタイミングでかかりますか？

- 1. 前年度の所得に応じてかかる

- 2. その年の収入に応じてかかる

- 3. 一定額固定でかかる

3 給与収入の計算の仕方は知っていますか？ 実際に正式名称で書いてみてください

4 収入がいくらになったら確定申告が必要になる？

- 1. 年収48万円を超えたら

- 2. 年収103万円を超えたら

- 3. 年収200万円を超えたら

5 年収103万円の壁とは何を指しますか？

- 1. 年間の給与が103万円以下なら税金がかからない基準

- 2. 年間の収入が103万円を超えると扶養手当が増える基準

- 3. 年間の収入が103万円を超えると罰則がある基準

6 年収100万円を超えると何が起こりますか？

- 1.住民税が発生する

- 2.所得税が発生する

- 3.住民税と所得税の両方が発生する

7 年収103万円を超えると何が起こりますか？

- 1. 住民税＋所得税がかかる

- 2. 保険料も増えることがある

- 3. 両方

8 年収106万円を超えると何が起こりますか？
- 1. 社会保険加入対象になる

- 2. 社会保険加入必須となる

9 年収130万円を超えると何が起こりますか？
- 1. 扶養から外れるが、社会保険には加入しなくてもよい

- 2. 扶養から外れ、社会保険に必ず加入しなければならない

10 年収150万円を超えると何が起こりますか？
- 1. 配偶者特別控除の控除が減る

- 2. 配偶者特別控除の控除が受けられない

11 年収201万円を超えると何が起こりますか？
- 1. 配偶者特別控除の控除が減る

- 2. 配偶者特別控除の控除が受けられない

12 年収103万円の壁を超えても節税する方法は？

- 1. 経費をしっかり計上する

- 2. 所得を分ける

- 3. 家族の名義にする

13 仕事に必要な道具代は経費として...
- 1. 計上できる

- 2. 計上できない

14 開業時に必要な手続きは？

- 1. 開業届だけでよい

- 2. 青色申告申請も同時に出す

- 3. 税金の支払いだけすればよい

15 開業届の提出にかかる費用は？

- 1. 無料

- 2. 5,000円

- 3. 10,000円

16 個人事業主が支払う税金は？

- 1. 所得税と住民税

- 2. 贈与税

- 3. 消費税だけ
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1 青色申告と白色申告の違いは何ですか？

- 1. 青色申告は特別控除があり、白色申告は控除がない

- 2. 白色申告は帳簿の提出が不要

- 3. 青色申告は税務調査が免除される

2 青色申告の最大のメリットは何ですか？

- 1. 最大65万円の特別控除が受けられる

- 2. 帳簿の記録が不要

- 3. すべての経費が自動的に認められる

3 白色申告が向いている人はどんな人ですか？

- 1. 簡単な手続きで済ませたい人

- 2. 税金の控除を最大限活用したい人

- 3. 年間所得が高い人

4 青色申告をするために必要な条件は？

- 1. 開業後1年以内に申請する

- 2. 正確な帳簿を作成する

- 3. 所得税を払わない

5 白色申告で控除を受けられるものは？

- 1. 特別控除

- 2. 経費のみ

- 3. 青色事業専従者給与

6 青色申告で認められる特別な控除は？

- 1. 家族への給与

- 2. 減価償却費

- 3. 両方

7 白色申告の事業主が帳簿で必要なのは？

- 1. 複式簿記

- 2. 簡易帳簿

- 3. 記録の提出なし

8 青色申告の申請はいつまでに提出する必要がありますか？

- 1. 開業届を提出してから1年以内

- 2. 開業届を提出してから2ヶ月以内

- 3. 確定申告の締め切りまで


